
第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】２ 

マイクロ波は、周波数が高くなるほど雨や霧、雪などによる減衰が大きくなりますが、伝送帯域幅（例：１０GH

ｚの１％は１００MHｚの幅が取れます）が広く取れるため、大容量の情報伝送を行うことができます。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】１ 

２：春分・秋分の頃に光が当たらない時間が発生するため蓄電池が必要です。３：10GHz以上は降雨による減衰

が増えます。４：記述が逆です。地球局（＝携帯の移動装置）に小型のオフセットパラボラアンテナを用います。

５：約 0.25秒です。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】２ 

15Ωの両端の電圧は 22.5V なので 45Ωに流れる電流は 0.5A です。その和の 2A が 20Ωに流れるので、この両

端に発生する電圧は 40V。したがって 22.5＋40＝62.5Vです。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】４ 

RLC 直列の合成インピーダンスは、抵抗の 2 乗と（コイル－コンデンサ）の 2 乗を足して√します。したがっ

て、√162 + (27 − 15)2 = √162 + 122＝２０[Ω]となり、100Vを 20Ωで割って 5Aが答えとなります。 

 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】１ 

矢印が内側を向いているものは Nチャネルということをまず覚えておきましょう。そして、図２のような単純な

記号が接合形、図１のような複雑な記号はMOS形です。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】５ 

電力比 3dBが 2倍で 10dBが 10倍ということをまず念頭に置きます。もし増幅器の電力利得が 20dBだとすれ

ば、増幅度は 100倍ですから、出力電力 3.2Wのときの入力電力は 32mWです。もし増幅器の電力利得が 17dB

だとすれば入力電力は 64mW 必要なはずです。したがって電力利得 18dB のときの入力電力は 32ｍW 以上

64mW未満のはずですから、これに当てはまる選択肢は５番となります。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】３ 

暗記問題です。log10の後の式が D/dとなることを覚えておきましょう。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】５ 

定番問題です。21＝2つまり１回の変調で１ビットを送れる 2相 PSKに対して、23＝8つまり 1回の変調で 3ビ

ットを送れる 8相 PSKは、3倍の情報量となります。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】３ 

信号を拡散しているわけですから、周波数帯域幅ははるかに広くなります。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】４ 

これも定番問題です。同期検波は、受信波から作り出した搬送波と乗算を行い、その出力を LPF に通した後識

別器に入力します。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】２ 

このような回路を等化器と呼びます。伝送特性の劣化によって現れた歪みを、元の信号と等しくする役割を持つ

ことからこの名が付いています。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】４ 

位相比較器は、２つの入力の位相を比べてその差を出力する回路ですから、これが A だと分かります。また、

VCOは電圧によって周波数を制御する発振器ですから、FM出力（FM変調された高周波信号）を作る Bが VCO

ということになります。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】２ 

記述の内容から、時間分割多重の説明だと分かりますから、時間の頭文字（Timeの T）が入っている２番が正

解です。  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】５ 

マイクロ波は光のように直進しますから、中継ルートを直線的にするとオーバーリーチ（電波の飛びすぎ）の影

響を受けます。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】４ 

最小探知距離はパルス幅によって決定されるので、アンテナのビーム幅は関係ありません。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】３ 

パルス幅の時間よりも早く反射波が戻ってくると検知できませんから、パルス幅の時間で電波が進む距離を計算

します。0.7×10-6×3×108＝210[m]ですが、これは物標との往復距離ですから、探知距離はその半分の 105[m]

です。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】１ 

パラボラアンテナは、高利得のペンシルビームのアンテナであり、電波は平面波となって放射されます。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】４ 

１：Vr/Vfです。２：整合しているときは定在波が存在しません。３：反射が大きいほど VSWR の値は大きくな

ります。５：整合しているときの電圧反射係数は０です。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】１ 

コリニアアレーアンテナは、垂直半波長ダイポールを縦に積み重ねたもので、水平面内無指向性、利得はブラウ

ンアンテナよりも大きくなります。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】３ 

まず利得・損失を計算します。送信側の帯域フィルタで－1dB、送信給電線で－3dB、送信アンテナで＋40dB、

伝送損失で－135dB、受信アンテナで＋40dB、受信給電線で－3dB、受信側の帯域フィルタで－1dB。これらを

足すと合計で－63dB です。0.5W の電力は＋27dBm ですから、差し引きすると受信機入力は－36dBm と求ま

ります。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】２ 

覚えておくべき項目です。出題文に正解を当てはめて読むことで覚えていきましょう。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】１ 

鉛蓄電池についても良く出題されます。無停電電源装置は別名 UPS と呼ばれ、瞬間停電などからコンピュータ

を保護するために良く利用されています。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】５ 

公式を知らなくてもオームの法則から計算できます。仮に r＝7Ω、電流計に流れる電流が 1A とすると、これと

並列に接続した r/7＝1Ωの抵抗には 7A の電流が流れますから、全体としては 8A の電流が流れることが求まり

ます。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】３ 

覚えておくべき問題です。識別器直前のアナログ信号を、クロックに同期させてオシロスコープに描かせます。

歪みや雑音が小さいと、アイの開きは大きくなります。 


